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問一 

手紙は、特定の人に直接送るものであるから、言葉とはいえ、読む相手を深く傷つけてし

まう危険のある内容や表現にならないよう、書く結果を負う配慮を要するということ。 

 

 

問二 

言葉少なく、実直で武骨な鱒男が、普段は最低限の保守的真実ですらいらだちつつ言うの

に、急に顔をあげて「出たい」と言った時、その突飛で切実な欲望の表現に驚かされたか

ら。 

 

 

問三 

不確かな未来しかなく存在感の乏しい人が、急に濃密な欲望を本当に述べたいと必死に願

う文章から受ける、他人の表現を半ば借り、ある状況を仮定してから話者の希望を述べる

語法上の誤りともいえる感触という意味での手触り。 
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